
〔活動交付金Ｂ〕

様式第３６号（第５条関係）

年 月 日

笠岡市長　殿

年 月

１　交付金決算額 円

【添付書類】

（１）笠岡市魅力あるまちづくり交付金（活動交付金Ｂ）活動実績明細書（様式第３８号）

（２）笠岡市魅力あるまちづくり交付金（活動交付金Ｂ）収支決算書（様式第３９号）

（３）領収書の写し（活動ごとに取りまとめたもの）

（４）事業の実施状況がわかる写真及び成果品

（５）その他参考となる書類

令和 4 3 31

所 在 地 笠岡市真鍋島４０９３

協 議 会 名 真鍋島まちづくり連絡協議会

協議会長名 会長 川辺　昭政

令和 3 年度笠岡市魅力あるまちづくり交付金（活動交付金Ｂ）実績報告書

令和 3 4 1 日付け笠岡市指令協第 44 号で交付決定を受けた交付金に

ついて，次のとおり活動が完了したので，笠岡市魅力あるまちづくり交付金交付要綱第５条

の規定により関係書類を添えて報告します。

記

250,000



〔活動交付金Ｂ〕

様式第３８号（第５条関係）

　　　

協議会名

１　目的，活動実施により期待される効果

 

２　実施期間

年 月 日 ～ 年 月 日

３　実施場所

４　活動に関わった人数・団体

○総人数： 人（ア＋イ）

　（内訳）企画運営に関わった人数： 人（ア）

　　　　　その他関係人数（当日参加者等）： 人（イ）

○団　体： （団体名） ，（団体名）

（団体名） ，（団体名）

５　実施内容

６　決算額

円（うち交付金分 円）

７　活動実施による成果及び課題

 

令和 3 年度笠岡市魅力あるまちづくり交付金（活動交付金Ｂ）活動実績明細書

真鍋島まちづくり連絡協議会

活動Ｎｏ 1

活 動 名 真鍋島定住促進プロジェクト

令和 3 4 1 令和 4 3 31

15

10

5

19,558 19,558

【目的】真鍋島では担い手世代や児童生徒数の減少が深刻化しており、地域力の低下とともにコ
ミュニティの核である学校の存続も危ぶまれている状況である。このため子育て世帯の定住を促進
する。子育て世帯のいる他の島とつながりも深める。
【効果】子育て世帯の定住を促進することによって両問題の解消を図るとともに、マンパワーの増
強によって地域づくりの新たな一手につながることが期待できる。

真鍋島　笠岡諸島

島外に対し定住促進プロジェクトの周知を図りつつ、Ｉターン希望者に対しての真鍋島の生活に関する情報を
提供するとともに、ツアー実施によって住宅や仕事事情、島民との交流や子育てに関する懇談などにより詳細
な島暮らしの魅力を体験的な活動を通して認知してもらい、定住につなげる。また他の島の子育て世帯が交流
を持つ機会も船の便の関係、それぞれの仕事事情等でなかなか難しく、集まれる機会をもつ。

コロナ禍でなかなか思うようには活動できなかったが、その中でも問い合わせがあり、実際来島された夫婦が
あったことは大きな成果である。

リーフレットの配布が今年度もできなかったが、広く、県外にも配布していきたい。



〔活動交付金Ｂ〕

様式第３９号（第５条関係）

　　　

協議会名

【収入の部】 （単位：円）

【支出の部】 （単位：円）

市交付金の返還額 (Ⅰ)－(Ⅱ) 円

※　収入及び支出の区分欄は，適宜変更して使用すること。

令和 3 年度笠岡市魅力あるまちづくり交付金（活動交付金Ｂ）収支決算書

真鍋島まちづくり連絡協議会

活動Ｎｏ 1

活 動 名 真鍋島定住促進プロジェクト

費　　目 予算額 決算額 差引 摘　　要

市交付金 250,000 (Ⅰ) 250,000 0

その他収入 0 0 0

0

0

0

計 250,000 250,000 0

費　　目 予算額 決算額 差引 摘　　要

報償費 0 0 別添「出納簿」のとおり

旅費 110,000 0 110,000 〃

需用費 30,000 0 30,000 〃

役務費 0 0 〃

使用料及び賃借料 8,558 △ 8,558 〃

備品購入費 0 0 〃

宿泊費 110,000 11,000 99,000 〃

0 0 0 〃

0 0

0

決算額のうち市交付金分

(Ⅱ) 19,558

230,442

計 250,000 19,558 230,442



〔事務様式２〕

年月 日 流用額

№ 年 月 日 支出額 支出累計 予算残
1 4 3 28 8,558 8,558
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

8,558

出     納     簿

予　算　額

予算現額

支払先 摘　　　要
貸主 サーバーレンタル料

No.1　小　計　　

交付金区分 活動交付金Ｂ

活動名 真鍋島定住促進プロジェクト

費目 使用料及び賃借料

No. 1



〔事務様式２〕

年月 日 流用額

№ 年 月 日 支出額 支出累計 予算残
1 3 7 1 11,000 11,000 99,000
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

11,000

出     納     簿

予　算　額

予算現額
110,000

支払先 摘　　　要
INN THE CAMP ６月２６日移住相談

No.1　小　計　　

交付金区分 活動交付金Ｂ

活動名 真鍋島定住促進プロジェクト

費目 宿泊費

No. 1



〔活動交付金Ｂ〕

（令和 年度 ）3 No.1

〔事務様式７〕

事業評価シート

協議会名 真鍋島まちづくり連絡協議会

活動（事業）名 真鍋島定住促進プロジェクト

審査基準 視点
評価点

（数が大きいほど
良い評価）

事業目的は達成できたか 事業の直接的な目的を達成したか 3

事業実績は
事業計画どおりできたか

事業計画は無理がなかったか，
事業規模は適正だったか 3

持続可能な
地域づくりにつながったか

一過性ではなく，
将来の地域運営に資する事業であったか 4

多くの住民，住民団体と
協力して行ったか

特に若者や女性の参加を積極的に促したか 3

事業成果を地域に
広く共有し，評価できたか

事業実施や実施後に広報し，
評価をより多くの住民によってなされたか 3

より効果的な事業実施のために，
次年度以降どのような取組み（改善）を行うか具体的に記入してください。

リーフレット配布をもっと広範囲に行いたい。島のこれからを考えていく上で、島内に限ら
ず、島外の人ともつながる活動を含めたい。


